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Abstract: According  to  the major surveys,  the mortality  rate of disabled persons, during and 
after  the Great East Japan Earthquake,  is more than twice as high as that of non-disabled persons; 
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はじめに
　2011 年 9 月（震災後半年）にＮＨＫが行った調査によると、東日本大震災での死亡率は一
般の人で 1.03% に対して、障がい者（手帳保持者）は 2.06% であった。2012 年 3 月、宮城県
が発表した「東日本大震災に伴う被害状況等について」によると海岸地域での死亡率は一般の





















































































































　調査は、2014 年 8 月 8 ～ 16 日巨大台風により多数の国内避難民を生み出したフィリピン・

























































　台風ハイエン（日本名台風 30 号、フィリピン名ヨランダ）は 2013 年 11 月 8 日早朝にレイ
テ島に上陸、その後フィリピン中部の島々に甚大な被害を与えつつ横断した。この台風によっ
てフィリピン全土で 1,440 万人以上が被災し、600 万人が避難民となった。人的物的被害は死
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　避難人口 （2013 年 11 月 28 日時点）：256,869 世帯、1,199,418 人






























ことになったが、市が把握している障がい者数は、2014 年 7 月のインタビュー時においても、































































　　　聴覚障がい者    30 名  （男 16 名、女 14 名）
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　　　視覚障がい者    6 名  （男 2名、女 4名）







い者 67％、視覚障がい者 13％、その他の障がい者 20％となり、本研究では聴覚障がい者が調
査対象者の最も大きな割合を占めている。
質問者の概要（全 45 名）
番号 年齢 性別 障がいの種類 被災場所
1 22 F ろう者 Brg 84, San Jose, Tacloban
2 29 M ろう者 Brg 43, Tacloban
3 30 M ろう者 Dulag, Leyte
4 28 M 難聴ほぼろう者、ポリオ（片足） Albuera, Ormoc, Leyte
5 25 M ろう者 Dulag, Leyte
6 23 M ろう者 Dulag, Leyte
7 23 F ろう者 Poblacion, District Ⅲ , Mac Arthur, Leyte
8 30 F ろう者 Brg 84, Tacloban
9 28 M ろう者 Brg 6, Tacloban
10 25 M 難聴ほぼろう者 Palo, Leyte
11 31 M ろう者（左耳のみ少し聞こえる） Brg 37, Dicramacion, Tacloban
12 30 F ろう者 Brg Bik Baras, Palo
13 21 M ろう者 Catarman, Northern Samar （自宅：Brg6A)
14 25 F ろう者 Brg 6A, Tacloban
15 29 M ろう者 Palo, Leyte
16 32 M ろう者 Dulag, Leyte
17 31 F ろう者（片耳のみ少し聞こえる） Dulag, Leyte
18 28 F ろう者（左耳のみ少し聞こえる） Manila（自宅：Dulag, Leyte)
19 27 M ろう者（右耳のみ少し聞こえる） Basey, Samar
20 29 F ろう者（左耳のみ少し聞こえる） Basey, Samar
21 30 M ろう者（左耳のみ少し聞こえる） Brg 59, Tacloban
22 33 F ろう者（左耳のみ少し聞こえる） Brg 37, Tacloban
23 26 F ろう者 Brg 23, Tacloban
24 33 M ろう者 Brg 13G, Tacloban
25 31 M 右手手首から切断 Brg 34A, Tacloban
26 35 M 足首の欠損（ポリオ） Brg 62A , Sagkahan, Tacloban
27 30 F 右足、右手掌の欠損（先天性） TAPDICO（自宅：Brg 99, DIIT, Tacloban）
28 43 F 視覚（完全） Cogon, Bay Bay, Layte
29 64 M 脳卒中後遺症（痛みがあり動けない）Brg 38C, Tacloban
30 97 F 視力（完全）/ 高齢（寝たきり） Brg 38C, Tacloban
― 39 ―
31 43 Ｍ 両足ひざ下欠損（先天性） Brg 38C, Tacloban
32 32 F 視力（完全） Brg 88, Alimasag, Tacloban
33 41 M 視力（少し見える） Brg 88, Alimasag, Tacloban
34 37 M 片足（ポリオ）引きずるが歩ける。Brg 88, Sha Mefugani, Tacloban
35 44 Ｆ 片足（ポリオ）引きずるが歩ける。Brg 88, Tacloban





38 26 F ろう者（左耳のみ少し聞こえる） Nula Tura, Tacloban
39 20 F ろう者（右耳のみ少し聞こえる） Calbayog（自宅 :Brg 99, DIIT, Tacloban）
40 23 F ろう者（拍手は認識できる） Calbayog（自宅 :Brg 92, Apiton, Tacloban)
41 26 M ろう者 Calbayog（自宅 :Brg 84, SanJose, Tacloban)
42 34 M ろう者 Brg 96 Calanipawan, Tacloban
43 30 F ろう者（少し聞こえる） Brg 92 Apiton, Tacloban
44 28 F  視力（完全）
Cagayon de Oro, Mindanao, Mindanao（自宅：
Calbayog, Samar）
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